法要 (ほうよう)並 (なら)びに慈悲 (じひ)つむぎ法要 (ほうよう)表白 (ひょうびゃく)
謹 (つつし)み敬 (うやま)って本尊 (ほんぞん)阿弥陀 (あみだ)如来 (にょらい)、観音 (かんのん)勢至 (せいし)両菩薩 (りょうぼさつ)、然 (ねん)上人 (しょうにん)の宝前 (ほうぜん)に白 (もう)してさく。
西方 (さいほう)願 (がん)王 (のう)阿弥陀 (あみだ)如来 (にょらい)は、もしれを得 (え)たらんに、十方 (じっぽう)の衆生 (しゅじょう)、至心 (ししん)に信楽 (しんぎょう)して、我 (わ)が国 (くに)に生 (しょう)ぜんと欲 (ほっ)して、乃至 (ないし)十念 (じゅうねん)せんに、もしぜずんば、正覚 (しょうがく)を取 (と)らじ、との本願 (ほんがん)を成就 (じょうじゅ)して、今 (いま)現 (げん)に極楽 (ごくらく)浄土 (じょうど)に在 (ましま)して成仏 (じょうぶつ)し給 (たま)う。まさに知 (し)るべし、念仏 (ねんぶつ)衆生 (しゅじょう)摂取不捨 (せっしゅふしゃ)の本願 (ほんがん)虚 (むな)しからず。弥陀 (みだ)の名号 (みょうごう)をとなうれば必 (かなら)ず極楽 (ごくらく)に生 (しょう)ずることを得 (う)と。
今 (いま)、十 (じゅう)夜 (や)会 (え)において、この世 (よ)において善 (ぜん)をなすこと十日 (じゅうにち)十夜 (じゅうや)すれば、仏 (ほとけ)の国 (くに)において善 (ぜん)をなすこと千年 (せんねん)するに勝 (すぐ)れたりとのに説 (と)かれる教 (おし)えにしたがい、称名 (しょうみょう)念仏 (ねんぶつ)の浄 (じょう)業 (ごう)を修 (しゅ)して臨終 (りんじゅう)正念 (しょうねん)、極楽 (ごくらく)往生 (おうじょう)を期 (き)し、併 (あわ)せて慈 (じ)恩 (おん)に感謝 (かんしゃ)の誠 (まこと)を捧 (ささ)ぐ。
また現前 (げんぜん)の大衆 (だいしゅう)、阿弥陀 (あみだ)如来 (にょらい)の摂取 (せっしゅ)不捨 (ふしゃ)との御 (おん)慈悲 (じひ)を信 (しん)じ念仏 (ねんぶつ)の教 (おし)えを学 (まな)ばんとす。よって本日 (ほんじつ)の慈悲 (じひ)つむぎ法要 (ほうよう)に臨 (のぞ)み仏前 (ぶつぜん)にぬかずき、万 (まん)徳 (どく)所帰 (しょき)の名号 (みょうごう)を授 (さず)くる。
仰 (あお)ぎ冀 (こいねが)はくは、本尊 (ほんぞん)阿弥陀 (あみだ)如来 (にょらい)、観音 (かんのん)勢至 (せいし)両菩薩 (りょうぼさつ)、然 (ねん)上人 (しょうにん)、の光 (ひかり)を以 (もっ)て我々 (われわれ)を遍 (あまね)く照 (て)らし、現世 (げんぜ)安穏 (あんのん)、後生 (ごしょう)安楽 (あんらく)を哀愍 (あいみん)護念 (ごねん)し給 (たま)わんことを。
維 (これ)時 (とき)　○年○月○日　○誉○○敬 (うやま)って白 (もう)す
